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社会保険労務士法人        
かわちの社労士事務所  
社会保険労務士 喜多裕明・喜多友里  

〒577-0012 東大阪市長田東 2-1-31-301 

T)06-6785-7133  F)06-6785-7133 

E-mail: info@kawachino.org 
URL: https://kawachino.org 

 

 

2024 年の 10 大ニュース 
        （重大ではありません） 

 

かわちの社労士事務所 

１. 健康経営すす

める「健康宣言証」 

従業員の健康に配慮

するとりくみです 

８．研修・会議室を

打合せにも活用 

ボードやモニターも

面談に活用できます 

２．「５０－５０」達成？

地域と業務内容で 

「東大阪市－給与計

算」の受託件数です

３．職員集合写真

を HP にアップ 

５人体制でご依頼に

お応えしています 

６．かわちのセン

ター実績２年に  

労働保険事務組合認

可要件が整いました 

４．お陰様でお客

様３００件に到達 

新しい出会いが月３

件ペースであります 

10．過労死防止学

会で分科会発表 

10 年間継続してきた

活動を報告しました 

９．介護労務管理

の講師依頼続く  

二つの自主研究会

で登壇しました 

７．社労士資格め

ざす職員を応援  

受験の大変さは決し

て忘れられません 

５．保育・障害福

祉のお客様増加  

学童保育・放課後デ

イ・就労継続支援等 

 

2013．1 開業 
2018．5 100 件到達 
2020．5 150 〃 
2021．12 200 〃 
2023．6 250 〃 
2024．10 300 〃 

 

 
 

 

歳 

末 

特 

別 

号 

い
つ
も
「
か
わ
ち
の
タ
イ
ム
ス
」を

お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
歳
末
恒
例 

当
事
務
所
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス 

ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。 

来
年
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
、
隅
か

ら
隅
ま
で
、
ず
ず
ず
い
ー
っ
と

御
願
い
奉
り
ま
す
。 
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    社 

長 

う
ち
の
事
業
所
で
働
く

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
と

で
、
障
害
年
金
の
相
談
に
乗
っ
て

ほ
し
い
ん
や
け
ど
。 

社
労
士 

わ
か
り
ま
し
た
。
ど
ん

な
障
害
で
す
か
。 

社 

長 

３
人
兄
弟
の
真
ん
中
の

子
が
ず
っ
と
「
引
き
こ
も
り
」
に

な
っ
て
い
る
。
や
っ
と
病
院
に
連

れ
て
行
っ
て
検
査
を
受
け
た
ら
、 

 

 

           

     

「
軽
い
知
的
障
害
」
と
い
わ
れ
た

ら
し
い
け
ど
、
障
害
者
手
帳
も
取

ら
ず
、
通
院
も
し
て
い
な
い
。
も

う
す
ぐ
二
十
歳
に
な
る
し
、
母
親

に
は
「
あ
ん
た
が
し
っ
か
り
せ

な
、
あ
か
ん
」
い
う
ん
や
け
ど
、

ど
な
い
か
な
る
か
な
あ
。 

社
労
士 
知
的
障
害
な
ら
、
二
十

歳
か
ら
障
害
年
金
が
も
ら
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず 

        
   

  

お
母
さ
ん
と
社
長
と
私
で
近
い
う

ち
に
面
談
し
ま
し
ょ
う
。 

〔
数
日
後
〕 

母 

親 

Ｈ
子
は
小
学
４
年
生
か

ら
不
登
校
に
な
り
ま
し
た
。
６
年

生
の
と
き
に
、
前
の
夫
の
Ｄ
Ｖ
が

ひ
ど
く
な
り
、
親
子
４
人
で
夜
逃

げ
し
た
ん
で
す
。
Ｈ
子
は
自
分
が

「
父
親
に
似
て
い
る
」
か
ら
と
家

で
も
マ
ス
ク
を
は
ず
せ
な
く
な 

り
引
き
こ
も
り
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
、
あ

ま
り
か
ま
っ
て
や
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
検
査
を
受
け
た

病
院
に
は
親
子
と
も
ど
も
行
き
た 

                  

く
あ
り
ま
せ
ん
。 

社
労
士 

ふ
だ
ん
通
院
し
て
い
な

い
病
院
の
医
師
に
診
断
書
を
書
い

て
も
ら
う
の
は
大
変
で
す
。
二
十

歳
に
な
る
ま
で
４
ヵ
月
あ
る
の
で

診
断
書
を
書
い
て
も
ら
え
る
病
院

を
探
し
て
み
ま
す
。 

母 

親 

そ
の
と
き
は
、
多
少
無

理
し
て
も
連
れ
て
行
き
ま
す
。 

〔
年
末
近
く
〕 

 

社
労
士 

３
月
に
病
院
の
予
約
が

で
き
そ
う
で
す
。
私
も
同
行
し
て

医
師
と
面
談
し
ま
す
。 

母 

親 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 

 
 

（
つ
づ
く
） 

     

２０２４．１２．１発行               かわちのタイムス                Ｎｏ． ７２ 

編

集

後

記 

●獄中生活 47年 7ヵ月を経て、2014 年の再 

審開始と同時に釈放された死刑囚・袴田巌さ

ん。巌さんと姉・秀子さんの闘いの日々を記

録した本作は、20年以上も二人と交流し撮影

を続けてきた笠井千晶監督による真の報道映

画です。巌さんが東京拘置所をクルマで出た

瞬間を助手席に乗っていた監督のカメラが捉

えた。それが本作の始まりのシーンです。 

●釈放後も死刑囚のまま生きることを強いら

れた巌さんは「拘禁症」のため、自ら「神」

と名乗るなどの言動も見られるが、ボクシン

グへの情熱は失われていません（タイトルの

由来？）。生き抜くために一日中歩き回る巌さ

んを優しく見守る秀子さんの明るさに救われ

ます。秀子さんにお金を持たせてもらい、パ

ン屋で買い物をして「釣りはいらないよ」と

１万円札を渡す巌さんは、まるで「寅さん」、

秀子さんは「さくら」です。 

●本作は警察の取り調べ時の録音テープや静

岡地裁の元裁判官の証言などで、自白強要、

証拠捏造によって冤罪がどのように創られた

のかを明らかにしています。静岡地裁の３人

の裁判官のうち、唯一無罪を主張しながら多

数決で退けられて、自ら死刑判決を書いた元

裁判官が亡くなる直前に、袴田さん姉弟が病

床を見舞います。「悪かった」と泣きながら謝

罪する元裁判官の手を握る秀子さん。 

●釈放から 10年めの今年９月 26 日に再審無

罪判決が出され、本作は完成を迎えて公開さ

れました。58年ぶりの自由の日を信じて闘っ

てきた姉弟と笠井監督の執念によって、最高

のドキュメンタリーが生み出されました。 

▼
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
団
体
に

よ
る
見
学
会
で
、
東
大
阪
の
お
寺

で
行
わ
れ
て
い
る
小
・
中
学
生
の

学
習
支
援
を
見
学
。
ま
さ
に
「
寺

子
屋
」
で
す
。
子
ど
も
食
堂
も
毎

週
開
催
、
大
人
の
居
場
所
づ
く
り

も
準
備
中
と
か
。
大
注
目
で
す
。 

▼
年
末
調
整
は
納
税
者
で
あ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
「
税
金

の
取
ら
れ
方
・
使
い
途
」
を
考
え

る
機
会
で
す
。
提
出
資
料
の
準
備

を
お
忘
れ
な
き
よ
う
に
。 

 

だから映画はおもしろい 
ｖol.60  

拳
け ん

 と 祈 り 
― 袴 田 巌 の 生 涯 ―  

             （2024 年、日本） 

年
金
よ
ろ
ず
相
談 

 
 

受
診
歴
の
な
い
障
害
年
金 

八
ノ

巻
・
上 


